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工
場
敷
地
に
も
っ
と
緑
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
場
立
地
法
が
施
行

　
周
囲
を
緑
に
囲
ま
れ
、
並
木
道
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

芝
生
の
広
場
の
一
角
に
工
場
が
建
設

さ
れ
て
い
る
ー
。
こ
ん
な
環
境
で
気

持
よ
く
働
け
る
よ
う
、
一
定
規
模
以

上
の
工
場
を
新
増
設
す
る
場
合
、
緑

地
等
の
環
境
施
設
計
画
を
事
前
に
県

知
事
に
届
け
出
る
こ
と
と
さ
れ
た
工

場
立
地
法
が
こ
の
ほ
ど
施
行
江
れ
ま

し
た
。

　
対
象
工
場
等
は
製
造
業
、
電
気
供

給
業
、
ガ
ス
供
給
業
、
熱
供
給
業
な

ど
の
工
場
で
、
そ
の
規
模
が
敷
地
面

積
九
千
平
方
材
以
上
か
建
築
物
の
建

築
面
積
の
合
計
が
三
千
平
方
㌶
以
上

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
が
対

嫁
肌
謡
露
蜴

b
。
徽

　
　
　
ア
ル
カ
リ
性
食
品
で
あ
り

♂
　
　
タ
ン
パ
ク
質
、
乳
脂
肪
、
ビ
タ

　
　
ミ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
源
と
し

　
　
て
も
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
○
牛
乳
と
加
工
乳
の
ち
が
い

　
　
　
牛
乳
か
ら
し
ぽ
っ
た
生
乳

◎　
　
を
均
質
化
し
、
加
熱
殺
蔭
し

　
　
た
も
の
が
牛
乳
で
す
。

　
　
加
工
乳
の
方
は
、
生
乳
が
主

譲
擁

色

磯 象
に
な
り
ま
す
．

費
届
出
の
窓
ロ
は
新
潟
県
企
画
調
整

部
積
雪
地
域
振
興
課
で
す
。
手
続
き

等
は
市
役
所
開
発
課
に
ご
相
談
～
だ

さ
い
。

　
　
標
語
を
募
集

　
　
　
　
住
み
郷
十
日
町
分
会
で

　
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会
十
日
閃

分
会
（
山
内
正
豊
会
長
）
は
、
河
川

美
化
運
動
や
健
康
教
室
、
衛
生
モ
ニ

タ
ー
制
度
な
ど
衛
生
的
な
街
づ
く
り

に
活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、
　
「
川
や

街
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
」
の
標
語

を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
し
。

　
応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
標
語
一
編
を
記
入
し
、

六
月
三
十
日
ま
で
に
市
役
所
環
境
課

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
入
選
者
に

　
は
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

西田川橋を建設
　現在本町西線の延長工事が進められ、

このほど、工事のポイントとなる西田川

橋（長さ37㍍、幅員7．5㍍）の架橋工事に着

手しました。これが完成しますと国道の

田川橋かけかえ工事が開始されます。

　通行規制のおしらせ
　6月25日から国道田川橋かけかえ工事

のため自転車、徒歩以外通行できません。

　主要迂回路は四日町新田（トヨタ自動

車わき）一西田川橋～本町西線です・

　ご協力をお願いします。

　　　　〆〆　　　　　　　！
〆r，κ研〆ノド』　　鐘　、一

織
物
撚
糸
等
の
電
気
税
を
軽
減

　
税
法
が
改
正
さ
れ
、
つ
ぎ
の
と
お

り
電
気
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
、
該
当

者
は
市
役
所
税
務
課
（
曾
七
i
三
一

二
番
）
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

期
目
は
六
月
か
ら
明
年
五
月
ま
で

（
一
般
の
場
合
は
電
気
料
の
六
％
が

電
気
税
で
す
。
）

　
一
、
綿
、
合
繊
に
よ
る
紡
績
糸
、

織
物
撚
糸
の
製
造
に
直
接
使
用
す
る

場
合
の
電
気
税
は
電
気
料
金
の
二
％

　
二
、
毛
に
よ
る
紡
績
糸
、
織
物
、

撚
糸
の
製
造
に
直
接
使
用
す
る
電
気

税
は
電
気
料
金
の
四
％

鱒
濡
漸
紛

蕪
灘
蝋
酪

裟
薦
瀞
恥
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市
民
税
法
人
分
の
税
率
が

　
か
わ
り
ま
し
た

　
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

一
〇
・
七
％
の
市
民
税
法
人
税
割
の

税
率
が
一
四
・
五
％
に
変
吏
。
実
施

は
こ
と
し
の
五
月
決
算
分
（
し
月
申

告
分
）
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
被
災
者
に
市
税
の
減
免
が

　
あ
り
ま
す

　
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
被
災
者
で

生
活
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
市
税

の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市

役
所
税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

・
響
辱

G。＆。　メ

　　　　　めロQ，も伽』
ね
・
入躍

隆
モ脚

レ
麹

全ウ
ヒ
　
　
ト
ヨ

ヨ
　
　
ト
　
　
　
　
ヤ

　
　
シ
　
、
、
一
6

　
　
　
　
胃

秘
、

一
皮
に
　
嘱

食
パ
き
い

な
u
わ
よ

ゑ
継
較
紬

　
，
　
　
々

や
よ
り
4

へ
弓
な
が

牝
に
翁
ビ
伊

生
洗
》
う
穏
り
イ

（

一

至
　
　
　
　
㌧
い

　
　
無
＼

論
饗
．
脳～

　
　
　
、
C
蚤

豊．

、

覧
て
を
1
催
“
ノ

；
ぢ
の
卵

中
に
穐
丁

駐
厩
．

鮮
工
鉦
2

　
　
　
　
　
ρ

　
　
誕
、

　
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所

税
務
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
を
減
免

　
療
育
手
帳
の
所
持
者
の
所
有
ま
た

は
そ
の
人
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る

軽
自
動
車
税
が
こ
と
し
か
ら
減
免
さ

れ
ま
す
。
該
当
者
は
お
早
め
に
市
役

所
税
務
課
に
申
告
し
て
く
が
さ
い
。

　
　
市
職
員
を
募
集

　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
採
用
予
定

の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
職
種
と
応
募
資
格

▽
L
級
職
…
一
般
行
政

　
大
卒
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を

含
む
）
で
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日

以
降
出
生
の
男
子
四
名
程
度

▽
中
級
職
…
保
母

　
保
母
資
格
者
（
明
年
三
月
資
格
取

得
見
込
者
を
含
む
）
で
昭
和
十
九
年

四
月
二
日
以
降
出
生
の
者
五
名
程
度

　
試
験
の
期
日
等

　
昭
和
四
十
九
年
↑
月
十
三
日
市
役

所
で
。
　
（
時
間
等
は
申
込
者
に
通
知

し
ま
す
）

　
受
験
の
申
し
込
み

　
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
用
紙
は

総
務
課
に
）
、
最
終
卒
業
学
校
の
成

績
証
明
書
（
卒
業
見
込
証
明
書
）
を

六
月
二
十
四
口
か
ら
七
月
五
日
午
後

五
時
ま
で
に
、
市
役
所
総
務
課
ま
た

は
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
明
の
点
は
市
役
所
総
務

課
（
曾
七
i
三
一
二
番
）
へ
．

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
昭
和
四
十
九
年
度
成
人
者
一
同
・
－

愛
宕
山
公
園
の
施
設
に
と
一
万
九
千

九
百
十
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
事
業

▽
森
繁
久
弥
記
念
讃
演
主
催
者
代
表

十
目
町
ラ
イ
オ
ソ
ズ
ク
ラ
ブ
…
茶
わ

ん
七
十
個
▽
田
中
伊
作
…
二
千
円
▽

金
沢
久
（
峠
）
ケ
ガ
見
舞
お
礼
…
二

万
円
▽
小
島
靖
久
（
本
町
二
）
香
典

返
し
…
二
十
万
円
。

　
就
業
構
造
基
本
調
査

　
を
実
施

　
七
月
一
日
現
在
で
、
就
業
構
造
基

本
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
当
市
は

つ
ぎ
の
地
区
を
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
調
査
員
名
…
カ
ッ
コ
内
は
担
当
区

　
若
井
新
助
（
田
川
町
三
）
田
口
勝

（
駅
通
り
）
阿
部
重
吉
（
春
日
町

三
）
須
藤
彦
四
郎
（
谷
内
丑
一
）
高

橋
秀
雄
（
城
之
古
二
）
丸
山
富
士
郎

（
四
日
町
新
田
四
）
池
田
一
雄
（
梅

沢
）
小
林
鉄
雄
（
野
田
蟹
沢
）

　
早
朝
マ
ラ
ソ
ン
で

　
　
　
　
健
康
な
毎
日
を

　
市
教
委
は
、
昨
年
に
つ
づ
い
て
一

般
市
民
を
対
象
に
早
朝
マ
ラ
ソ
ソ
を

は
じ
め
ま
し
た
。
期
日
は
六
月
か
ら

八
月
ま
で
毎
週
木
曜
日
（
雨
天
中

止
）
で
す
．
い
ず
れ
も
、
午
前
五
時

三
十
分
ま
で
に
市
役
所
前
に
集
合
し

て
く
だ
さ
い
。
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　吉田中学校（池田周一校長）のプール新設工事は7月

20日完成目標に急ピッチに進められています・

　吉田中学校は、いままで市民プールを利用していま

したが、この夏は自分達のプール（規模13椛×25m・コ

ンクリート組立式）で、思いっきり泳ぎたいと楽しみに

しています。

　◎市民プールは7月14日に開場します・ご利用ください・

　　　　　ノ
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照
明
用
の
鉄
塔

　
生
活
面
に
お
け
る
自
由
時
間
を
ス

ポ
ー
ッ
な
ど
で
過
ご
し
、
体
力
つ
く

り
や
健
康
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
は

私
た
ち
に
欠
か
せ
な
い
も
の
の
ひ
と

つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
市
民
の
体
育
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
等
の
利
用
に
供
す
る
た

め
、
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
市
庭
球
コ

ー
ト
、
市
民
ス
キ
ー
場
な
ど
の
屋
外

体
育
施
設
を
広
く
市
民
に
開
放
し
て

い
ま
す
．

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
な
か

，
鋤
明
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
憩
藤

で
は
、
市
民
ス
キ
i
場
を
除
い
て
は

夜
間
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。　

市
営
グ
ラ
ウ
ソ
ド
を
夜
間
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
照
明
施
設
を
し
て

み
な
さ
ん
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
市
営
グ
ラ
ウ

ソ
ド
に
照
明
施
設
を
と
り
つ
け
ま
し

た
。

　
市
営
グ
ラ
ウ
ソ
ド
の
利
用
は
、
昭

和
四
十
八
年
度
延
一
万
二
千
人
で
し

た
が
、
そ
の
利
用
方
法
は
、
休
日
や

体力つくりのすすめ
　人間にとって健康は幸福の第一条件であ

り、健康なからだがあってこそ、はじめて

いろいろの恩恵を受けることができます。

健康を維持するには、体力つくりが最も効

果的ですが、ともすると、その機会を見逃

がしがちです。

　市では体力テストや、おはようサイクリ

ング、婦人体育教室など体力つくり運動の

推進に力を入れてきましたが、このたび県

の体力つくりキャラバンが本市を訪れまし

た。当日は保健衛生についての講義やフォ

ークダンス、体力テストなど盛りだくさん

の内容でしたが、参加された人達は一生け

んめいでした。

　引き続き2回目、3回目が実施されます。

自分の健康状態を知ったり、これからの運

動のやり方などを実際に覚えるため、お気

軽に参加してください。申し込みは市教委

社会教育課へ。

　期日　7月26日（金）　9月25日（水）

夜
間
も
ど
し

ど
し
ご
利
用
を

日
曜
目
等
に
集
中
し
、
利
用
し
た
く

と
も
で
き
な
か
っ
た
団
体
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
照
明
施
設
が
で
き
る
こ

と
に
よ
り
施
設
の
利
用
も
大
巾
に
拡

大
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
完
成
は
七
月
二
＋
日
を
予
定
。
利

用
料
金
は
内
野
六
百
円
、
外
野
は
四

百
円
（
い
ず
れ
も
三
十
分
単
位
の
料

金
）
。
申
し
込
み
は
市
教
委
社
会
教

育
課
へ

駐
車
場
設
置
資
金
貸
付
制
度
を
新
設

　
市
街
地
に
お
け
る
駐
車
難
を
緩
和

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
去
る
六

別
衰
1

対象者の種別
貸付の
限度額

利率
貸付

期間 備考

駐車場を共同施設

として設置するもの
2，000万円 年

8．O％
7年

　すえ置き

　期　　間

、噛1力年以

　内を含む
駐車場を業として

設置するもの
1，000万円 年

8．0％
5年

上記以外のもの 500万円 年
8．0％

5年

月
一
日
か
ら
十
日
町
市
駐
車
場
設
置

資
金
貸
付
規
程
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

　
こ
れ
は
、
市
街
地
に
お
け
る
駐
車

規
制
や
市
営
駐
車
場
の
土
地
確
保
が

困
難
で
あ
る
と
い
う
現
状
か
ら
駐
車

場
設
置
資
金
の
一
部
を
共
同
施
設
、

個
人
経
営
の
別
に
貸
付
け
る
も
の

で
、
県
下
で
は
じ
め
て
の
も
の
で

す
。　

こ
の
貸
付
規
程
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
．

　
貸
付
対
象
者
　
自
動
車
十
台
以
上

の
収
容
能
力
を
有
す
る
駐
車
場
を
新

た
に
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
で
、
つ

ぎ
の
要
件
を
満
た
し
市
長
が
適
当
と

認
め
た
も
の
。

　
一
、
本
市
に
在
住
す
る
個
人
も
し

く
は
事
業
所
を
有
す
る
法
人
。

　
二
、
市
税
を
完
納
し
、
貸
付
金
の

償
還
お
よ
び
利
子
の
支
払
い
能
力
の

あ
る
も
の
．

　
三
、
そ
の
他
取
扱
金
融
機
関
の
定

め
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
も
の
．

　
貸
付
対
象
事
業

　
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、

建
物
、
工
作
物
お
よ
び
設
備
の
購
入

・

掌
　
や
っ
て
い
ま
す

静
早
朝
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
マ
ラ
ソ
ン
で
体
力

つ
く
り
を
と
市
教
委
は
、
八
月

末
ま
で
の
毎
週
木
躍
日
午
前
五

時
三
十
分
か
ら
早
朝
マ
ラ
ソ
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
太
り
す

ぎ
や
運
動
不
足
を
解
消
し
ょ
う

と
、
お
お
ぜ
い
の
市
民
が
汗
び

つ
し
ょ
り
に
な
っ
て
か
け
て
い

ま
し
た
Q

ま
た
は
設
置
事
業
。

　
貸
付
の
限
度
等

　
一
、
貸
付
資
金
の
限
度
額
、
利
率

お
よ
び
貸
付
期
間
は
別
表
一
の
と
お

り
で
す
。

　
取
扱
金
融
機
関
等

　
第
四
銀
行
と
北
越
銀
行
で
す
が
、

借
入
れ
の
申
し
込
み
は
、
各
取
扱
金

融
機
関
の
定
め
る
申
込
書
に
よ
り
融

資
を
希
望
す
る
取
扱
金
融
機
関
に
申

し
込
む
も
の
と
し
、
申
込
書
に
は
市

長
が
発
行
す
る
所
定
の
駐
車
場
設
置

資
金
適
格
証
明
書
（
環
境
課
に
あ
り

ま
す
）
を
添
付
す
る
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
環
境
課
に

お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
ま
考
え
よ
う

　
自
分
自
身
の
未
来
を

　
　
第
6
回
J
C
ス
ク
ー
ル
開
校

　
私
達
は
目
分
自
身
の
目
標
を
し

っ
か
り
と
見
定
め
て
、
考
え
行
動

す
る
力
を
養
う
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。

　
十
日
町
青
年
会
議
所
は
、
つ
ぎ

の
日
程
で
第
6
回
J
C
ス
ク
ー
ル

を
開
校
し
ま
す
。
後
援
十
日
町
市

　
希
望
者
は
七
月
十
五
日
ま
で
に

十
日
町
青
年
会
議
所
（
商
工
福
祉

会
館
三
階
）
ま
た
は
市
公
民
館
本

館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
八
月
二
日
㊧
～
八
月
七

　
　
　
　
日
㊧
　
五
泊
六
日

と
こ
ろ
　
十
日
町
小
学
校

資
　
格
　
市
内
在
住
の
十
八
歳
～

　
　
　
　
二
十
六
歳
ま
で
の
男
女

受
講
料
　
四
千
円

　
注
、
全
員
合
宿
制
で
す
が
、
勤

務
に
支
障
あ
り
ま
せ
ん
。

人
の
輪
を
広
げ
る

　
　
　
J
C
ス
ク
ー
ル

鰻
灘

　
私
は
J
C
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し

た
お
蔭
で
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で

き
た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、

あ
の
時
に
は
、
こ
れ
を
機
会
に
良

い
友
人
に
な
ろ
う
と
誓
い
あ
っ
て

別
れ
た
の
に
、
し
ば
ら
く
た
つ
と

ま
ち
で
あ
っ
て
も
あ
い
さ
つ
を
か

わ
す
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　
私
は
、
せ
っ
か
く
一
週
間
寝
起

き
を
共
に
し
た
仲
間
が
、
合
宿
を

終
え
る
と
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て

し
ま
う
の
が
残
念
で
あ
る
。

　
反
面
、
あ
れ
は
青
春
時
代
の
一

つ
の
思
い
出
と
し
て
懐
か
し
く
思

い
出
す
だ
け
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
年
も
第
六
回
J
C
ス
ク
ー
ル

が
開
か
れ
る
が
、
ま
た
一
つ
人
間

の
輪
が
広
が
る
と
思
う
と
、
い
つ

ま
で
も
こ
の
J
C
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
る
o
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安
全
な
プ
ー
ル
使
用
の
た
め

　
学
校
で
は
、
こ
の
夏
も
児
童
生
徒

の
た
め
に
、
プ
ー
ル
を
利
用
い
た
し

ま
す
が
、
夏
休
み
中
の
ブ
ー
ル
利
用

に
つ
い
て
は
、
P
T
A
や
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ぽ
、
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
。
教
育
委
員
会
で
は
、

先
日
校
長
先
生
方
と
、
夏
休
み
の
ブ

ー
ル
使
用
に
つ
い
て
．
懇
談
会
を
も

ち
、
安
全
の
た
め
の
組
織
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
か
ら
は
、
プ
ー
ル
使
用
に

っ
い
て
の
、
研
究
委
員
会
を
つ
く

り
、
安
全
管
理
に
つ
い
て
、
研
究
を

す
す
め
る
と
と
も
に
、
各
プ
ー
ル
ご

と
に
、
学
校
、
P
T
A
そ
の
他
の
方

々
で
、
運
営
協
議
会
を
設
け
、
万
全

な
体
制
の
中
で
、
企
画
し
運
営
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
安
全
の

た
め
の
確
認
事
項
と
し
て
、
水
深
の

確
認
、
水
温
の
確
認
、
明
度
の
確

認
、
排
水
の
確
認
、
消
毒
の
確
認
、

人
員
の
確
認
．
水
泳
不
適
者
の
確

認
、
水
泳
時
間
配
分
の
確
認
．
水
泳

ア
ト
ラ
ヶ
シ
ョ
ン
に
思
わ
ず
に
っ
こ
り

人
数
の
確
認
、
を
き
め
ま
し
た
。
こ

の
夏
こ
そ
、
安
全
で
健
康
な
児
童
生

徒
育
成
の
た
め
に
、
地
域
の
方
々
の

ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
お
ね
が
い
い

た
し
ま
す
。

育
て
伸
び
よ

　
　
　
　
　
杉
の
子
よ

　
　
市
制
施
行
2
0
周
年
記
念
植
樹

　
緑
の
森
林
は
、
私
た
ち
に
や
す
ら

ぎ
と
い
こ
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
市
は
、
こ
の
ほ
ど
市
制
施
行
20
周

年
を
記
念
し
て
南
沢
団
地
の
市
有
林

に
杉
苗
三
百
本
植
樹
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
市
議
会
議
員
、
市
長

及
び
関
係
課
長
、
市
農
協
、
森
林
組

合
、
地
域
住
民
、
小
中
学
生
の
代
表

な
ど
二
二
〇
名
で
、
一
行
は
午
前
中

市
制
＋
周
年
記
念
植
樹
会
場
で
あ
る

コ
一
瓶
団
地
」
の
杉
五
千
二
百
五
十

本
の
成
育
状
況
を
み
た
あ
と
、
八
箇

ま
す
形
山
西
側
傾
斜
地
に
位
置
す
る

講激励aで楽しむ
　ことし学校を卒業して新しい職場で若
い力を発揮している若者を激励するため、
去る6月26日市民会館ホールで「学卒就職
者激励のっどい」が開かれました。

　これは新潟県及び十日町地区雇用協議
会（春日由三会長）が主催して開催したも

のです。

　当日は350名（就職者398名）が出席。主

催者等のtまげましのことばや先輩達の体
験発表などを聞き、午後からアトラクシ
ョンで一日を楽しみました。

市
長
を
は
じ
め
、
こ
ど
も
達
も
一
本
一
本

心
を
こ
め
て
植
え
た
。
1
南
沢
団
地
で

南
沢
団
地
に
む
か
い
ま
し
た
。

　
ぎ
れ
い
に
刈
払
わ
れ
た
植
樹
会
場

で
、
記
念
式
典
に
う
つ
り
、
い
ま
ま

で
市
有
林
の
管
理
育
成
に
献
身
的
に

努
力
さ
れ
た
三
団
体
二
個
人
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
た
あ
と
、
参
加
者
全
員

が
「
丈
夫
に
大
き
く
育
て
」
と
の
願

い
を
こ
め
て
一
本
一
本
心
を
こ
め
て

植
え
ま
し
た
。

　
記
念
植
樹
は
、
緑
を
増
や
す
と
同

時
に
市
の
基
本
財
産
を
造
成
、
地
域

の
造
林
推
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
植
樹
し
た
人
た
ち
は
、
杉
苗
の
成

長
を
心
に
刻
み
、
ど
の
顔
も
晴
れ
ぽ

れ
し
て
い
ま
し
た
。

　
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
人
は
つ
ぎ

の
と
お
り
。
三
団
体
吉
田
山
谷
部

落
、
鉢
部
落
、
十
日
町
森
林
組
合
。

二
個
人
庭
野
五
郎
左
衛
門
（
赤
倉
）

桑
原
鷹
徳
（
塩
ノ
叉
）

　
東
北
電
力
新
水
出
張
所
を
廃
止

　
東
北
電
力
㈱
は
、
八
月
一
日
か
ら

新
水
出
張
所
を
廃
止
し
て
、
直
接
十

日
町
営
業
所
で
電
気
の
申
し
込
み
、

事
故
修
理
な
ど
を
取
り
扱
う
こ
と
に

な
り
ま
す
．
　
（
東
北
電
力
㈱
十
日
町

営
業
所
奮
二
1
三
一
〇
七
番
）
．

　　昭和49年度水道事業会計予算

　　　　業務の予定量

（1）給水戸数　　　　7，350月
（2）年間総給水量　　　　　　3，005，026㎡

〔3）一日平均給水量　　　　　　　　 8，232㎡

（4）主なる建設改良事業　　　　　　　　　　24，640千円

　　　　　収益的収入及び支出

費用106．602千円　　　　　　　　収益126，663千円

　　　　　、％　チ備費　％
　　　　　後　 、，　　1併｝ト円　　　伽

朧墾塀轡1∫』礫嘗鵜円観、、、益

　　　　　　　　　　　　6。6a　7　円

　昭和48年度下半期の業務状況と昭和49年度
の水道事業の予算の概要をお知らせします。
　昭和48年度における主要工事は、塩素漏洩
警報装置ど塩素保管庫の築造、その他妻有町
地内ほか配水管の布設工事、消火栓新設工事4
基を行ないました。この工事に必要な資金は
起債250万円、負担金370万円、自己資金1，650
万円、合計2，270万円となっています。，
　業務につきましては給水人口31，187人で前
年度比較1，392人の増加となってお』ります。

　昭和49年主要事業につきましては、増大す
る給水人口の水需要にこたえるため、水源の
確保に着手して調査をすすめております。
　今後におきましても一層の努力を傾注いた
しますので、皆様のご協力をお願いします。

　　　　資本的収入及び支出

支出46，454千円　　　　　　収入11，990千円

　起債償還金　　　　 企業債
　12，550T・円　　　　　　　　　5，400τ・円

潜欝鞠　じ購1亀

　昭和48年度給水業務量の状況
昭和48年IO月1日より昭和49年3月31日まで）（下半期

区　　分 昭和48年度’ 昭和47年度 増（△）減 比率

給水戸数（戸） 7，153 6，881 272 103．9

給水人口（人） 31，187 29，795 1，392 104．7

配
水
量

総　　量（㎡） 2，212，233 1，674，441 537，792 132．1

一日最大（㎡） 16，407 15，258 1・舗107．5

一日平均（㎡） 11，817 10，961 856 107．8

有収水量（㎡） 1，495，140 1，177，193 317，947 127．0

有　収　率（％） 67．6 70．3 △2．7 96．2

　　　水道週間応募標語　　川治’瞠校五年高橋秀雄君

一一嫌鞭みんなの水じようずに使いすみよい町一一・一
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照
明
用
の
鉄
塔

　
生
活
面
に
お
け
る
自
由
時
間
を
ス

ポ
ー
ッ
な
ど
で
過
ご
し
、
体
力
つ
く

り
や
健
康
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
は

私
た
ち
に
欠
か
せ
な
い
も
の
の
ひ
と

つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
市
民
の
体
育
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
等
の
利
用
に
供
す
る
た

め
、
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
市
庭
球
コ

ー
ト
、
市
民
ス
キ
ー
場
な
ど
の
屋
外

体
育
施
設
を
広
く
市
民
に
開
放
し
て

い
ま
す
．

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
な
か

，
鋤
明
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
憩
藤

で
は
、
市
民
ス
キ
i
場
を
除
い
て
は

夜
間
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。　

市
営
グ
ラ
ウ
ソ
ド
を
夜
間
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
照
明
施
設
を
し
て

み
な
さ
ん
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
市
営
グ
ラ
ウ

ソ
ド
に
照
明
施
設
を
と
り
つ
け
ま
し

た
。

　
市
営
グ
ラ
ウ
ソ
ド
の
利
用
は
、
昭

和
四
十
八
年
度
延
一
万
二
千
人
で
し

た
が
、
そ
の
利
用
方
法
は
、
休
日
や

体力つくりのすすめ
　人間にとって健康は幸福の第一条件であ

り、健康なからだがあってこそ、はじめて

いろいろの恩恵を受けることができます。

健康を維持するには、体力つくりが最も効

果的ですが、ともすると、その機会を見逃

がしがちです。

　市では体力テストや、おはようサイクリ

ング、婦人体育教室など体力つくり運動の

推進に力を入れてきましたが、このたび県

の体力つくりキャラバンが本市を訪れまし

た。当日は保健衛生についての講義やフォ

ークダンス、体力テストなど盛りだくさん

の内容でしたが、参加された人達は一生け

んめいでした。

　引き続き2回目、3回目が実施されます。

自分の健康状態を知ったり、これからの運

動のやり方などを実際に覚えるため、お気

軽に参加してください。申し込みは市教委

社会教育課へ。

　期日　7月26日（金）　9月25日（水）

夜
間
も
ど
し

ど
し
ご
利
用
を

日
曜
目
等
に
集
中
し
、
利
用
し
た
く

と
も
で
き
な
か
っ
た
団
体
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
照
明
施
設
が
で
き
る
こ

と
に
よ
り
施
設
の
利
用
も
大
巾
に
拡

大
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
完
成
は
七
月
二
＋
日
を
予
定
。
利

用
料
金
は
内
野
六
百
円
、
外
野
は
四

百
円
（
い
ず
れ
も
三
十
分
単
位
の
料

金
）
。
申
し
込
み
は
市
教
委
社
会
教

育
課
へ

駐
車
場
設
置
資
金
貸
付
制
度
を
新
設

　
市
街
地
に
お
け
る
駐
車
難
を
緩
和

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
去
る
六

別
衰
1

対象者の種別
貸付の
限度額

利率
貸付

期間 備考

駐車場を共同施設

として設置するもの
2，000万円 年

8．O％
7年

　すえ置き

　期　　間

、噛1力年以

　内を含む
駐車場を業として

設置するもの
1，000万円 年

8．0％
5年

上記以外のもの 500万円 年
8．0％

5年

月
一
日
か
ら
十
日
町
市
駐
車
場
設
置

資
金
貸
付
規
程
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

　
こ
れ
は
、
市
街
地
に
お
け
る
駐
車

規
制
や
市
営
駐
車
場
の
土
地
確
保
が

困
難
で
あ
る
と
い
う
現
状
か
ら
駐
車

場
設
置
資
金
の
一
部
を
共
同
施
設
、

個
人
経
営
の
別
に
貸
付
け
る
も
の

で
、
県
下
で
は
じ
め
て
の
も
の
で

す
。　

こ
の
貸
付
規
程
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
．

　
貸
付
対
象
者
　
自
動
車
十
台
以
上

の
収
容
能
力
を
有
す
る
駐
車
場
を
新

た
に
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
で
、
つ

ぎ
の
要
件
を
満
た
し
市
長
が
適
当
と

認
め
た
も
の
。

　
一
、
本
市
に
在
住
す
る
個
人
も
し

く
は
事
業
所
を
有
す
る
法
人
。

　
二
、
市
税
を
完
納
し
、
貸
付
金
の

償
還
お
よ
び
利
子
の
支
払
い
能
力
の

あ
る
も
の
．

　
三
、
そ
の
他
取
扱
金
融
機
関
の
定

め
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
も
の
．

　
貸
付
対
象
事
業

　
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、

建
物
、
工
作
物
お
よ
び
設
備
の
購
入

・

掌
　
や
っ
て
い
ま
す

静
早
朝
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
マ
ラ
ソ
ン
で
体
力

つ
く
り
を
と
市
教
委
は
、
八
月

末
ま
で
の
毎
週
木
躍
日
午
前
五

時
三
十
分
か
ら
早
朝
マ
ラ
ソ
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
太
り
す

ぎ
や
運
動
不
足
を
解
消
し
ょ
う

と
、
お
お
ぜ
い
の
市
民
が
汗
び

つ
し
ょ
り
に
な
っ
て
か
け
て
い

ま
し
た
Q

ま
た
は
設
置
事
業
。

　
貸
付
の
限
度
等

　
一
、
貸
付
資
金
の
限
度
額
、
利
率

お
よ
び
貸
付
期
間
は
別
表
一
の
と
お

り
で
す
。

　
取
扱
金
融
機
関
等

　
第
四
銀
行
と
北
越
銀
行
で
す
が
、

借
入
れ
の
申
し
込
み
は
、
各
取
扱
金

融
機
関
の
定
め
る
申
込
書
に
よ
り
融

資
を
希
望
す
る
取
扱
金
融
機
関
に
申

し
込
む
も
の
と
し
、
申
込
書
に
は
市

長
が
発
行
す
る
所
定
の
駐
車
場
設
置

資
金
適
格
証
明
書
（
環
境
課
に
あ
り

ま
す
）
を
添
付
す
る
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
環
境
課
に

お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
ま
考
え
よ
う

　
自
分
自
身
の
未
来
を

　
　
第
6
回
J
C
ス
ク
ー
ル
開
校

　
私
達
は
目
分
自
身
の
目
標
を
し

っ
か
り
と
見
定
め
て
、
考
え
行
動

す
る
力
を
養
う
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。

　
十
日
町
青
年
会
議
所
は
、
つ
ぎ

の
日
程
で
第
6
回
J
C
ス
ク
ー
ル

を
開
校
し
ま
す
。
後
援
十
日
町
市

　
希
望
者
は
七
月
十
五
日
ま
で
に

十
日
町
青
年
会
議
所
（
商
工
福
祉

会
館
三
階
）
ま
た
は
市
公
民
館
本

館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
八
月
二
日
㊧
～
八
月
七

　
　
　
　
日
㊧
　
五
泊
六
日

と
こ
ろ
　
十
日
町
小
学
校

資
　
格
　
市
内
在
住
の
十
八
歳
～

　
　
　
　
二
十
六
歳
ま
で
の
男
女

受
講
料
　
四
千
円

　
注
、
全
員
合
宿
制
で
す
が
、
勤

務
に
支
障
あ
り
ま
せ
ん
。

人
の
輪
を
広
げ
る

　
　
　
J
C
ス
ク
ー
ル

鰻
灘

　
私
は
J
C
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し

た
お
蔭
で
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で

き
た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、

あ
の
時
に
は
、
こ
れ
を
機
会
に
良

い
友
人
に
な
ろ
う
と
誓
い
あ
っ
て

別
れ
た
の
に
、
し
ば
ら
く
た
つ
と

ま
ち
で
あ
っ
て
も
あ
い
さ
つ
を
か

わ
す
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　
私
は
、
せ
っ
か
く
一
週
間
寝
起

き
を
共
に
し
た
仲
間
が
、
合
宿
を

終
え
る
と
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て

し
ま
う
の
が
残
念
で
あ
る
。

　
反
面
、
あ
れ
は
青
春
時
代
の
一

つ
の
思
い
出
と
し
て
懐
か
し
く
思

い
出
す
だ
け
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
年
も
第
六
回
J
C
ス
ク
ー
ル

が
開
か
れ
る
が
、
ま
た
一
つ
人
間

の
輪
が
広
が
る
と
思
う
と
、
い
つ

ま
で
も
こ
の
J
C
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
る
o
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安
全
な
プ
ー
ル
使
用
の
た
め

　
学
校
で
は
、
こ
の
夏
も
児
童
生
徒

の
た
め
に
、
プ
ー
ル
を
利
用
い
た
し

ま
す
が
、
夏
休
み
中
の
ブ
ー
ル
利
用

に
つ
い
て
は
、
P
T
A
や
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ぽ
、
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
。
教
育
委
員
会
で
は
、

先
日
校
長
先
生
方
と
、
夏
休
み
の
ブ

ー
ル
使
用
に
つ
い
て
．
懇
談
会
を
も

ち
、
安
全
の
た
め
の
組
織
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
か
ら
は
、
プ
ー
ル
使
用
に

っ
い
て
の
、
研
究
委
員
会
を
つ
く

り
、
安
全
管
理
に
つ
い
て
、
研
究
を

す
す
め
る
と
と
も
に
、
各
プ
ー
ル
ご

と
に
、
学
校
、
P
T
A
そ
の
他
の
方

々
で
、
運
営
協
議
会
を
設
け
、
万
全

な
体
制
の
中
で
、
企
画
し
運
営
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
安
全
の

た
め
の
確
認
事
項
と
し
て
、
水
深
の

確
認
、
水
温
の
確
認
、
明
度
の
確

認
、
排
水
の
確
認
、
消
毒
の
確
認
、

人
員
の
確
認
．
水
泳
不
適
者
の
確

認
、
水
泳
時
間
配
分
の
確
認
．
水
泳

ア
ト
ラ
ヶ
シ
ョ
ン
に
思
わ
ず
に
っ
こ
り

人
数
の
確
認
、
を
き
め
ま
し
た
。
こ

の
夏
こ
そ
、
安
全
で
健
康
な
児
童
生

徒
育
成
の
た
め
に
、
地
域
の
方
々
の

ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
お
ね
が
い
い

た
し
ま
す
。

育
て
伸
び
よ

　
　
　
　
　
杉
の
子
よ

　
　
市
制
施
行
2
0
周
年
記
念
植
樹

　
緑
の
森
林
は
、
私
た
ち
に
や
す
ら

ぎ
と
い
こ
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
市
は
、
こ
の
ほ
ど
市
制
施
行
20
周

年
を
記
念
し
て
南
沢
団
地
の
市
有
林

に
杉
苗
三
百
本
植
樹
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
市
議
会
議
員
、
市
長

及
び
関
係
課
長
、
市
農
協
、
森
林
組

合
、
地
域
住
民
、
小
中
学
生
の
代
表

な
ど
二
二
〇
名
で
、
一
行
は
午
前
中

市
制
＋
周
年
記
念
植
樹
会
場
で
あ
る

コ
一
瓶
団
地
」
の
杉
五
千
二
百
五
十

本
の
成
育
状
況
を
み
た
あ
と
、
八
箇

ま
す
形
山
西
側
傾
斜
地
に
位
置
す
る

講激励aで楽しむ
　ことし学校を卒業して新しい職場で若
い力を発揮している若者を激励するため、
去る6月26日市民会館ホールで「学卒就職
者激励のっどい」が開かれました。

　これは新潟県及び十日町地区雇用協議
会（春日由三会長）が主催して開催したも

のです。

　当日は350名（就職者398名）が出席。主

催者等のtまげましのことばや先輩達の体
験発表などを聞き、午後からアトラクシ
ョンで一日を楽しみました。

市
長
を
は
じ
め
、
こ
ど
も
達
も
一
本
一
本

心
を
こ
め
て
植
え
た
。
1
南
沢
団
地
で

南
沢
団
地
に
む
か
い
ま
し
た
。

　
ぎ
れ
い
に
刈
払
わ
れ
た
植
樹
会
場

で
、
記
念
式
典
に
う
つ
り
、
い
ま
ま

で
市
有
林
の
管
理
育
成
に
献
身
的
に

努
力
さ
れ
た
三
団
体
二
個
人
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
た
あ
と
、
参
加
者
全
員

が
「
丈
夫
に
大
き
く
育
て
」
と
の
願

い
を
こ
め
て
一
本
一
本
心
を
こ
め
て

植
え
ま
し
た
。

　
記
念
植
樹
は
、
緑
を
増
や
す
と
同

時
に
市
の
基
本
財
産
を
造
成
、
地
域

の
造
林
推
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
植
樹
し
た
人
た
ち
は
、
杉
苗
の
成

長
を
心
に
刻
み
、
ど
の
顔
も
晴
れ
ぽ

れ
し
て
い
ま
し
た
。

　
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
人
は
つ
ぎ

の
と
お
り
。
三
団
体
吉
田
山
谷
部

落
、
鉢
部
落
、
十
日
町
森
林
組
合
。

二
個
人
庭
野
五
郎
左
衛
門
（
赤
倉
）

桑
原
鷹
徳
（
塩
ノ
叉
）

　
東
北
電
力
新
水
出
張
所
を
廃
止

　
東
北
電
力
㈱
は
、
八
月
一
日
か
ら

新
水
出
張
所
を
廃
止
し
て
、
直
接
十

日
町
営
業
所
で
電
気
の
申
し
込
み
、

事
故
修
理
な
ど
を
取
り
扱
う
こ
と
に

な
り
ま
す
．
　
（
東
北
電
力
㈱
十
日
町

営
業
所
奮
二
1
三
一
〇
七
番
）
．

　　昭和49年度水道事業会計予算

　　　　業務の予定量

（1）給水戸数　　　　7，350月
（2）年間総給水量　　　　　　3，005，026㎡

〔3）一日平均給水量　　　　　　　　 8，232㎡

（4）主なる建設改良事業　　　　　　　　　　24，640千円

　　　　　収益的収入及び支出

費用106．602千円　　　　　　　　収益126，663千円

　　　　　、％　チ備費　％
　　　　　後　 、，　　1併｝ト円　　　伽

朧墾塀轡1∫』礫嘗鵜円観、、、益

　　　　　　　　　　　　6。6a　7　円

　昭和48年度下半期の業務状況と昭和49年度
の水道事業の予算の概要をお知らせします。
　昭和48年度における主要工事は、塩素漏洩
警報装置ど塩素保管庫の築造、その他妻有町
地内ほか配水管の布設工事、消火栓新設工事4
基を行ないました。この工事に必要な資金は
起債250万円、負担金370万円、自己資金1，650
万円、合計2，270万円となっています。，
　業務につきましては給水人口31，187人で前
年度比較1，392人の増加となってお』ります。

　昭和49年主要事業につきましては、増大す
る給水人口の水需要にこたえるため、水源の
確保に着手して調査をすすめております。
　今後におきましても一層の努力を傾注いた
しますので、皆様のご協力をお願いします。

　　　　資本的収入及び支出

支出46，454千円　　　　　　収入11，990千円

　起債償還金　　　　 企業債
　12，550T・円　　　　　　　　　5，400τ・円

潜欝鞠　じ購1亀

　昭和48年度給水業務量の状況
昭和48年IO月1日より昭和49年3月31日まで）（下半期

区　　分 昭和48年度’ 昭和47年度 増（△）減 比率

給水戸数（戸） 7，153 6，881 272 103．9

給水人口（人） 31，187 29，795 1，392 104．7

配
水
量

総　　量（㎡） 2，212，233 1，674，441 537，792 132．1

一日最大（㎡） 16，407 15，258 1・舗107．5

一日平均（㎡） 11，817 10，961 856 107．8

有収水量（㎡） 1，495，140 1，177，193 317，947 127．0

有　収　率（％） 67．6 70．3 △2．7 96．2

　　　水道週間応募標語　　川治’瞠校五年高橋秀雄君

一一嫌鞭みんなの水じようずに使いすみよい町一一・一
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交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を

　
国
道
一
一
七
号
線
田
川
橋
の
か
け

か
え
工
事
の
た
め
、
迂
回
路
と
し
て

西
田
川
橋
、
本
町
西
線
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
道
路
状
況
等
で
交
通

渋
滞
等
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
通

行
に
際
し
て
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め

市
で
は
、
三
名
の
交
通
安
全
指
導
員

を
特
別
配
置
し
、
迂
回
路
の
危
険
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
．
ま
た
迂
回
路

の
側
溝
に
つ
い
て
も
危
険
を
未
然
に

防
ぐ
意
味
か
ら
溝
蓋
を
つ
け
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
交
通
安
全
推
進
員
を

　
増
員

　
市
で
は
、
交
通
安
全
推
進
員
制
度

誹織惣

嚢

癬
◎
慰

撫
鰍
紛

⇔
蹴
㌶
蕪
醗

彦
易お妙

懲

を
設
け
、
地
域
ぐ
る
み
市
民
ぐ
る
み

で
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
こ
れ
ま
で
の
六

十
名
に
く
わ
え
て
、
新
し
く
四
十
九

名
を
委
嘱
、
家
族
ぐ
る
み
、
町
内
ぐ

る
み
で
の
一
声
運
動
を
は
じ
め
、
交

通
安
全
思
想
に
努
め
て
い
ま
す
。
な

お
、
交
通
安
全
推
進
員
は
、
毎
月
二

十
五
日
を
定
期
街
頭
指
導
日
と
し
て

歩
行
者
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
は
か
り
の
定
期
検
査

　
は
か
り
の
定
期
検
査
を
七
月
十
六

日
か
ら
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

　
▽
七
月
十
六
日
；
本
町
一
上
下
、

本
町
東
、
西
一
丁
目
、
本
町
二
、

三
丁
目
、
袋
町
東
、
西
、
中
、
栄
町

昭
和
町
一
、
二
、
三
、
四
丁
目
、

西
寺
町
、
泉
町
、
宮
下
東
、
西
諏
訪

町
、
神
明
町
、
学
校
町
一
、
二
丁
目

水
野
町
、
若
宮
町
、
田
中
町
東
、
西

本
通
り
、
川
原
町
、
上
川
町
、
田
川

町
一
、
二
、
三
丁
目
．

　
▽
七
月
十
七
日
…
本
町
四
、
五

丁
目
、
高
田
町
一
、
二
、
三
、
丸

山
町
、
七
軒
町
、
加
賀
糸
屋
町
、
関

口
樋
口
町
、
駅
通
り
、
西
浦
東
、
西

旭
町
、
稲
荷
町
一
、
二
、
三
、
四
西

西
本
町
、
千
代
田
町
、
春
日
町
一
、

二
、
三
丁
目
。

　
▽
七
月
十
八
目
…
本
町
六
丁
目
、

八
幡
田
町
、
島
、
江
道
、
猿
倉
、
津

池
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉
、
妻
有

町
西
一
、
二
丁
目
、
高
山
二
、
三
、

四
丁
目
、
錦
町
、
美
雪
町
、
桜
木
町

高
田
町
四
、
五
、
山
本
町
、
千
歳
町

寿
町
一
、
二
、
三
、
四
、
本
町
ヒ
丁

目
一
、
二
、
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
九
時
～
十
一
時
と
午
後
一
時
～
四

時
。
会
場
は
市
民
体
育
館
で
す
。

高
橋
・
藤
木
さ
ん
が
消

費
生
活
改
善
推
進
員
に

　
新
潟
県
は
商
・
剛
の
流
通
動
向
を
調

べ
た
り
、
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
の

意
見
要
望
を
県
に
取
り
つ
ぐ
消
費
生

活
改
善
推
進
員
制
度
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
本
市
関
係
は
つ
ぎ
の
方
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
の
で
消
費
生
活
上
の

苦
情
、
意
見
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
近
く
の
推
進
員
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
．

　
藤
木
貞
（
中
条
旭
町
）

　
　
奮
二
i
二
七
四
八
番

　
高
橋
ヒ
メ
（
城
之
古
一
）

　
　
奮
七
i
八
三
二
二
番

7
月
の
休
日
救
急
医

14

日
十
日
町
病
院
（
高
田
響
南
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
3
1
6
1
番

21

日
中
条
病
院
（
北
蓼

　
　
　
　
　
曾
7
の
3
0
1
8
番

28

日
池
田
医
院
（
本
町
西
こ

　
　
　
　
　
曾
2
の
2
5
8
1
番

　
第
七
回
市
展
ポ
ス
タ

　
ー
を
募
集

　
第
七
回
市
展
は
、
十
月
四
日
か
ら

六
日
ま
で
市
公
民
館
本
館
（
市
民
会

館
内
）
で
開
か
れ
ま
す
が
、
そ
の
市

展
ポ
ス
タ
；
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
市
公
民
館

本
館
市
展
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

　
内
容
　
市
展
ポ
ス
タ
ー
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
。

　
大
き
さ
　
B
3
判
（
約
39
秀
x
5
4

膨
）

　
色
彩
　
地
色
（
白
）
含
め
三
色
以

内

贈傷
　
　
ん

　
　
　
　
や

雛
近
喚

与
包
ガ

∩
う
（
Z

箋
七
は
奪

享
慧
な
k

甘
哨
う

羅難曾
言
レ
ィ
ど
ー

　
り
　
　
　
‘

…
掃澱

－
繋
甕
蘇

　
　
　
け
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

…
い
ま
す
。

　
こ
と
ば
の
障
害
は
不
治
の
も
の
で

㎜
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
学
し
な
が
ら
で

｝
も
適
当
な
機
関
が
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ
完

｝
治
し
ま
す
。

　
黙
っ
．
て
い
る
子
供
が
活
発
な
子
供

…
に
変
身
す
る
姿
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

使
用
文
字
　
「
第
七
回
」
「
市
展
」

　
し
め
き
り
　
七
月
二
十
日

　
そ
の
他
　
入
選
一
点
に
は
賞
金
五

千
円
、
佳
作
に
は
賞
品
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。

　
古
い
机
・
椅
子
を
譲

　
り
ま
す

　
児
童
、
生
徒
が
使
用
し
て
い
た
古

い
机
、
椅
子
を
つ
ぎ
の
と
お
り
売
却

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
時
間
厳
守

の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
七
月
二
十
日
午
前
九
時
～

正
午

　
と
こ
ろ
　
旧
大
井
田
小
体
育
館

　
売
値
　
机
、
椅
子
一
ケ
に
つ
き
各

五
十
円
、
購
入
さ
れ
た
方
は
各
自
運

搬
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
4
教
育
に
つ
い
て
考
え

　
　
　
る
市
民
討
論
会
グ

　
　
　
十
日
町
費
年
会
議
所
が
呼

　
　
　
び
か
け

　
＋
日
町
青
年
会
議
所
は
、
苅
部
良

吉
氏
を
講
師
に
「
教
育
に
つ
い
て
考

え
る
市
民
討
論
会
」
を
開
催
し
ま
す

　
こ
の
討
論
会
は
十
日
町
市
に
お
け

る
教
育
の
実
体
を
す
で
に
実
施
し
た

　
「
教
師
と
父
兄
の
座
談
会
」
　
「
市
民

正
し
い
こ
と
ば
を
育
む
会

玄～汐

～
惣，

♂、

灘‘
．
峯
一
潔
．
ま

　
　
　
ヒ
㊦
り

くむ

撫、
．
場

勘
「 嶋塾

蓼
失
ち
ρ
η

ノ
6
ワ

／∠

吊
ノ

　
　
　
プ
、

ス
。

糊
響

匙

見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
近
く
「
こ
と
ば
の
相
談
会
」
を
計
画
…

し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
ば
に
関
し
て
困
っ
て
い
る
こ
…

と
、
治
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
ば
な
…

ど
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
先
－
五
十
嵐
保
（
袋
町
西
）

　
　
　
　
　
魯
二
－
二
一
戸
＝
ハ
顧
菖
曾

　
　
　
　
　
文
・
会
長
　
羽
鳥
慎
一
…

ア
ソ
ヶ
ー
ト
」
の
結
果
等
か
ら
と
ら

え
、
さ
ら
に
将
来
の
十
日
町
市
の
教

育
は
ど
う
あ
る
ぺ
き
か
に
つ
い
て
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
翼
ソ
す
る
も

の
で
す
．

　
十
日
町
青
年
会
議
所
で
は
。
市
民

多
数
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

　
と
き
　
七
月
二
十
日
（
土
）
午
後

六
時

　
と
こ
ろ
　
市
氏
会
館
大
ホ
ー
ル

　
講
師
　
苅
部
良
吉
氏
（
新
潟
県
教

育
セ
ン
タ
ー
）

　
　
…
．
紅
．
忘
．
額
な
く

…
七
月
は
固
定
資
産
税
第
二
期
㎜

…
の
納
期
で
す
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業

▽
島
田
久
蔵
（
本
町
五
）
香
典
返
し

－
…
五
万
円
　
▽
根
津
啓
三
（
学
校

町
一
）
香
典
返
し
…
…
十
万
円
　
▽

小
川
貞
男
（
五
軒
新
田
）
香
典
返
し

…
…
五
万
円
　
▽
越
村
新
次
（
新

座
）
…
…
二
万
円
▽
滝
文
工
業
㈱
附

属
寄
宿
舎
自
治
会
…
：
千
八
百
十
円

▽
内
藤
直
義
（
控
木
）
－
－
－
千
円

▽
阿
部
孝
作
（
東
京
）
…
…
二
万
円

購

鯵
盤

与

・
　
『
爵

層

触

墨市種鑑継
騨

十周

竃

闘
獺
醗
、
撮
麗
額
　
、
、
選
．

懸
欝
灘
灘

、
縄
蝿
灘
灘
簗
縄
螺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑛

鴇
凌
　
　
　
　
　
　
慈
き
受
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒙
灘
難
鱗

　
　
　
　
　
　
蔑
黛
　
　
灘

　
覇

　
　
　
　
　
ロ
モ
く
き

　
　
　
、
脚
臓
礁
繊

、憲齪簿

＿一　一糊猟榊”　鰍竃

騨

、灘灘職

懸　　ゴ

難嚢

藝
　
鱒
　
　
　
嚇

．．

ぎ
幅
　
だ

灘
ま

諺露難

獺

醸
艘
縫

鞠

　　　、・誉
．購鍛懸

睡謹謹驚騨
　
麟

　
　
　
　
曝

　輔ノ

贈
轡

懸
鋤
難
欄
．
r

欝

輔

舘
難

．
轟

灘
醗

＼膨、
曝
夢

轟

華
姦
、
黙壌　　　　粘穐脚

蕪轟欝

騒

纏

碑
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鰯
秦

糀
　
、
轟

　
、
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